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１．はじめに
　この３月11日で、東日本大震災が発生してから５
年となります。
　特に、東北３県（岩手、宮城、福島）は津波・原
発事故で被災したところの復興がすすめられていま
すが、順調なところ、まだまだのところと、地域に
よって大きな差があります。
　昨年４月より宮城県山元町に建築技術職員として
１年間派遣され、被災地の中で色々と感じたことを
お伝えしたいと思います。

２．山元町の位置（派遣先）
　山元町は、宮城県南部で太平洋に面し、福島県に
隣接しています。
　人口は12,609人（Ｈ27.12月）で、震災前の16,695
人（Ｈ23.2月）に比べて約3/4に減少しています。
　面積が64.48㎢（東西約６㎞、南北約10㎞）。

３．山元町の被災状況
　地震発生が平成23年３月11日14時46分で、津波は
15：50頃に地震発生から１時間後には到着していま
した。
　町域面積64.48㎢のうち約４割の24㎢が冠水（浸
水）し、その浸水区域に住んでいた8,990人（人口
の54％）の方が被災されました。
　人的被害として、亡くなられた方（町内での遺体
発見者）が674人（人口比約４％）、重軽傷者90人と
多数の方が被害にあいました。
　家屋被害として、全壊2,217棟（内流出1,103棟）、
大規模半壊2,217棟、半壊551棟、一部損壊1,138棟。
　ＪＲ常磐線は町内の２駅（山下駅、坂元駅）、及
び線路が被害にあい、いまだ不通となっています。
　被災（犠牲率）及び人口減は、宮城県の中では３
番目で女川・南三陸町のように全国的にはあまり被
災状況は知られていません。

４．山元町への派遣状況
　役場職員は、295人で、そのうち114人が全国62自
治体から派遣されています。
　自分が配属されている、建築営繕室は12名で室長
以外は全て派遣職員で、建築（９名）、電気・機械
設備（各１名）の構成です。札幌市、恵庭市、新宿
区、横浜市（２名）、宮城県、神奈川県（４名）、愛
知県半田市の７自治体から派遣されています。
　このメンバーで、山元町の復興にかかる建築物の
設計・施工監理業務を行っており（次頁写真）業務
量も多く、毎日のように残業をしています。
　町内に借り上げ住宅が少なく、８人が近郊の市・
町から通勤しており、ＪＲがないため、車が必需品
となっています。

被 災 地 に 派 遣 さ れ て
木　幡　正　和（恵庭支部）

来月号（北海道建築士№224）は、「総会特集」掲載のため４月６日の送付となります。

山元町の位置

震災特集
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５．山元町での業務
　山元町では「若者からお年寄りまですべての世代
が便利で快適に暮らせるコンパクトシティ」を目指
し、３地区に新市街地（新山下駅周辺地区37.4ha・
新坂元駅周辺地区9.8ha・宮城病院周辺地区9.3ha）
を整備しています。
　今、災害公営住宅（新山下地区346戸＊、宮城病
院周辺地区72戸、新坂元地区72戸）、山下第二小学
校＊、子育て支援センター＊、保育所＊等の建設、
地域交流センター＊（防災拠点施設）２か所、町役
場庁舎＊の基本・実施設計、震災遺構＊中浜小学校
の調査検討などを行っています。（＊印の業務に携
わっています）
　次の写真は、新山下駅周辺地区の整備前と、現在
の比較ですが約３年で一つの市街地が新たに整備さ
れていることがわかると思います。
　災害公営住宅は、戸建平屋建てで、プレハブ及び
木造で構成されています。
　ＪＲ常磐線は高架で整備され、今年の12月には開
通する予定です。

　建設中の小学校、子育て支援センター、保育所は
木造で建設され、ぬくもりを感じる建物を目指して
います。

６．被災地を見て感じたこと
　福島県の原発事故周辺（避難困難地域）の国道を
通過するときに、事故当時のままで時間が止まって
いることに心が痛みます。
　各地の復興状況に差があり、元のような街になる
のかなと思ったりしますが、早く復興が進むことを
願うとともに、まだまだ技術者が足りないので、機
会があれば応援をしてほしいと思います。

７．建築士会のつながり
　最後に、建築士会のつながりとして、地元の宮城
建築士会、仙台支部の皆さんには大変お世話になり
ました。
　仙台すずめ踊り、福祉キャラバン隊、青年部女性
部会のお泊り会などなどに参加させていただき、皆
様に良くしてもらい非常に心強かったです。特に清
本さんには大変お世話になりました。
　初めての派遣で、他県の建築士会とのつながりは
大切だということを、あらためて実感しました。

着工時：平成25年６月１日撮影（新山下地区） 現在：平成27年12月13日撮影（新山下地区）
（出典：山元町新市街地復興まちづくり通信）

山下第二小学校完成予想図

建築営繕室の仲間
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　事務局員
　山﨑　一樹

　昨年４月より、初めて千歳支部の建築士会にたず
さわることとなり、右も左もわからない中、事務局
員としてスタート。少し経った７月に千歳市の夏祭
りの皮切りとして開催されるイベント「スカイ・ビ
ア＆YOSAKOI祭」に千歳支部として出店し、店の
一員として参加させていただきました。
　街の活性化と会員同士の親睦を深めるためという
ことで毎年行われている行事で、親睦会の名のとお
り当日はわきあいあいと準備が進みイベントがス
タート。天気には恵まれませんでしたが、なかなか
の盛況ぶりで、親睦会もさることながら職人？（笑）

のように、もくもくと大量の煙りにまみれながら焼
鳥を何本も焼かせていただきました。また、建築士
会での出店ということで、建築に関するパンフレッ
ト等を据え置き、アピールもさせていただきました。
　このような夏のイベントが７月から８月にかけて
千歳市内では数々行われます。近くにお越しの際は
ふらりとお寄りいただいてはいかがでしょうか。
　冷たいビール
に美味しい焼鳥
が皆様をお待ち
しております。
　まだまだ寒い
季節であります
が、暑い夏祭り
のお話しでした。

千歳支部 まだまだ寒い季節ですが・・・

　事業委員長
　下元　英徳

　釧路支部の継続活動のひとつ、くしろ折り紙建築
を紹介させていただきます。今年で約15年になる活
動で最も大きかった出来事は、平成24年第14回釧路
市都市景観賞奨励賞をいただいたことでした。釧路
市の代表的な建物を折り紙によってわかりやく立体
化し、地域イベントなどへの継続参加などが評価さ
れたのです。この受賞をきっかけに、釧路信用金庫
さんから支店ギャラリーでの折り紙建築展の依頼が
入りました。作品自体に基本的な不安もありました
が、支店に来客される方々を始め、NHKや地元新
聞社の報道を見た数多くの地域の方々に、くしろ折

り紙建築を知っていただきました。平成27年度の活
動も個展が中心で、釧路信金さん含め４回の機会を
得ました。中でも石川啄木ゆかりの旧釧路新聞社を
復元した港文館での個展は啄木文化の発信地という
こともあり、とても印象的な活動となりました。ワー
クショップ活動においても北見、函館両支部から作
品や作品のバージョンアップの協力をいただき、今
日までの活動があると感謝しております。少しずつ
ですが、折り紙建
築＝建築士さんの
方々ね！となって
きましたので、支
部の皆と地道に活
動してゆきたいと
思います。

釧路支部 くしろ折り紙建築

はじめに
　「ゴルフ場88か所」を終わる頃、「今度は何するの？」とアチコチから、電
話や手紙を戴いていた。もう81歳、ヨタ爺ィは、何するのも限界、「これで終
わり」と思ってた。が暫くすると、ご先祖様から貰った「旅好きDNA」が、
頭をもたげた。背後霊様も「行け！行け！」と。さあ困った。自分でも付き合
い兼ねるョ、この性分。「背後霊様　もう許して！」
　高齢者が理想とする「ピンピン、コロり」。それには、空気のイイ所、大自
然の中で暮らすのが一番。体力は限界に近づいたが「何か出来る事、ないか」
と考えた。「あ、魚釣り！」。アレなら、座ってできるッ。ヨッシャァ、コレ、
やったろ！。が、何事やるにも女房に相談しなけりゃならない。スグ情報が漏
れて、息子が飛んで来た。息子は、釣りの月刊情報誌に記事を連載している「釣
りマニア」。「父さん、ダメだヨ。釣りって、体力要るんだヨ。道具は重いし、
釣り場も危険。竿１本垂れていれば、イイってもんじゃない。止めて下さいッ」「ハイハイ」。老いては、子に
従え、だ。「判った、判った」（と言いながら、ダメと言われりゃ、猶、やりたくなる爺ィ、ほんとに全く、困っ
たもんだ）。� つづく

笠原爺ィの釣り日誌 ～ DNAと背後霊「魚釣り八十八か所」の巻～

Coffee Break  

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

新連載　笠原成雄氏（元会長、現顧問）によるイラストと紀行文
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　青年委員会　

青年委員に再び 
選ばれて
副委員長

工藤　　誠（函館支部）

　平成24・25年と１期２年務めた
本部青年委員。その青年委員会に
２年ぶりに戻ってきました。“出
戻り”と言われると気恥ずかしい
ですが、何もわからず任に就いた
前回とは違い、責任の大きさや難
しさも実感し、武者震いする思い
です。
　思えば５年前の平成23年。函館
から全道大会釧路大会に向かうバ
スの中で、急に言い渡された青年
委員就任の話。恐れ多いと思いな
がらも、翌年に控えた全道大会函
館大会で少しでも役に立てるのな
らと思い、引き受けたのがスター
トでした。
　翌年の１月。最初の会議。新た
に委員長に就任した針ヶ谷委員長
の下、新たな船出に向かう船員の
ようなワクワクした気持ちだった
のを思い出します。この時の委員
は新しく選ばれた委員が多く、皆
同じようなワクワクした気持ち
だったと思います。
　初めての委員会活動は悩む場面
も多く大変でしたが、仲間がそれ
ぞれの個性を生かし、助け合い、
一つ一つの行事をこなしていくう
ちに、段々と一つのチームとして
まとまっていくのを実感しました。
　そして、イベントの企画をまと
め、実行する楽しさは、仕事とは
違う喜びもありました。

　そして、任期を満了し、平成
26・27年は外部から青年委員会を
見る立場になりました。
　２期目の針ヶ谷委員長は円熟味
を増し、浮足立つところもあった
以前の青年委員会とは対照的に、
全体的に落ち着いたそんな印象を
受ける青年委員会でした。また委
員が12人から10人に減ったもの
の、それを感じさせないくらい精
力的にも見えました。
　私たちの代に始まった建築士の
日のお仕事体験イベントは彼らの
代でさらにクオリティを増し、建
築士会の定番イベントと呼ばれる
ほどに素晴らしいものになりまし
た。また、青年建築士の集いや全
道大会の内容も以前より充実し、
倶知安での青年建築士の集いで
は、地域の各方面で活躍する方々
を一堂に招き、町の未来について
ディスカッションするという、私
たちの代では出来なかった地域を
巻き込んだ素晴らしいイベントを
開催してくれました。

　私の方はいうと、本部の青年委
員会で学んだことを支部へと持ち
帰り、函館支部では桧の棒を削り
マイ箸を作るという箸作りイベン
トを開催しました。お仕事体験イ
ベントの函館バージョンも行い、
本部のイベントを地方で実践する
モデルケースとしていい結果を残
すことができました。
　個人的には、道新文化センター
にて、福祉住環境コーディネー
ター講座の講師やDIY講座の講師
などもやらせてもらい、建築関係
の方以外と触れ合う機会を多く持

つことが出来ました。建築やもの
づくりに興味を持ってもらい、楽
しさや素晴らしさを伝えること
で、未来のなり手を増やしていく。
そういう活動をこの２年間は展開
できたと思います。

　そして、今期。平成28・29年は
これらの経験の総決算として、
針ヶ谷前委員長の下で学んだこ
と、外から青年委員会を見て感じ
たこと、支部活動の中で学んだこ
と、それらをしっかり生かしてい
きたいと考えています。
　針ヶ谷前委員長が掲げた「社会
貢献」「スキルアップ」「仲間づく
り」という三本の柱。そして、石
塚委員長が掲げている「ひろげ
る・つなげる」というテーマ。
　つなげ方はいろいろあるとは思
いますが、他の団体のそれぞれの
“土俵”に乗りに行くことも大事
ですが、倶知安での青年建築士の
集いのように建築士会という“土
俵”にいろんな方に乗ってもらう、
そして、建築士のことや建築士会
で取り組んでいることを生で感じ
て知ってもらう。そういう取り組
みをしていければと思っています。
　前期より継続の委員が５名。自
分のように“出戻り”が２名。そ
して、新戦力が３名。それぞれの
個性を生かして、結束を高めて、
いいチームになれるよう頑張って
行きたいと思います。

　２年間どうぞよろしくお願いい
たします。

青年・女性の窓

Ｈ24連絡会議

Ｈ27青年建築士の集い

マイ箸作りイベント（函館）
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道士会の動き

道本部の主な行事予定（３月）
５日（土）
　第１回被災地応急支援委員会
８日（火）
　平成28年会計監査
10日（木）
　第１回理事会
12日（土）
　第１回まちづくり委員会
14日（月）
　平成28年専攻建築士審査評議会
23日（水）
　平成28年北海道建築士会定時総会・第２回理事会
26日（土）
　全道青年委員会連絡会議

関係機関等会議出席状況（３月）
２日（水）
　北海道ブロック・東北ブロック会長会議（仙台）

高野会長出席
16日（水）
　建設系ＣＰＤ協議会運営委員会（東京）

高野会長出席
17日（木）
　ＣＰＤ専攻建築士制度委員会（東京）

高野会長出席
18日（金）
　日本建築士会連合会理事会（東京）

高野会長・石川統括理事出席
29日（火）
　専攻建築士認定評議会（東京）� 高野会長出席

平成28年　一般社団法人北海道建築士会　定時総会について
平成28年　定時総会 代議員により開催します
　開催日：平成28年３月23日（水）　　会場：ホテル札幌ガーデンパレス２F「孔雀」　時間：14：30～17：00
平成28年　定時総会　懇親会 一般会員のみなさまも懇親会への参加ができます
　開催日：平成28年３月23日（水）　　会場：ホテル札幌ガーデンパレス４F「平安」　時間：17：15～19：15

会　費：5,000円（当日会場で申し受けます。）　申込締切：３月16日（水）まで
※懇親会への参加ご希望の方は、（一社）北海道建築士会本部事務局（011-251-6076）へお問合せください。

道本部の主な会議報告（２月）

第１回事業委員会
〈開催日〉２月５日（金）
〈議題〉
　１）平成28年事業計画及び予算について
　２）「建築技術講習会」について
　３）インスペクター養成講座開催について

第１回女性委員会
〈開催日〉２月13日（土）
〈議題〉
　１）予算計画について
　２）事業計画について
　　　�　全道大会分科会・女性建築士の集い・３部

会活動について・連合会事業予定・会誌「北
海道建築士」（広報Hokkaido）の企画内容・
ブロック活動について等

第１回総務委員会
〈開催日〉２月27日（土）
〈議題〉
　１）�平成28年　総務委員会事業計画及び予算につ

いて
　２）全道大会の一日開催について
　３）会員へのアンケート項目について
　４）�会員のニーズに合った委員会組織の在り方に

ついて等

　日本建築士会連合会
が主催の第６回「建築
甲子園」の結果が昨年
12月に発表となり、北
海道の代表校である北
海道留萌千望高等学校
の「AYSP ～空き家再
生プロジェクト～」は、
奨励賞に選ばれまし
た。結果や審査講評な
どは、日本建築士会連
合会ホームページに掲
載されています。

第６回　高校生の「建築甲子園」

北海道留萌千望高等学校　奨励賞を受賞
新刊のご案内
実務に役立つ建築法規解説2015
　３月１日から販売開始します。販売予定数に達し
た時点で終了となりますので、お早めにお求めくだ
さい。

実務に役立つ
建築法規解説2015
編集＝全道建築行政連絡会議

第49回 建築基準法講習会テキスト
◎Ａ５判　◎定価：3,500円

※�送付希望の方へは書籍に請求書を同封の上、送料着払で発送し
ておりますので、ＦＡＸにてお申込ください。
　�申込用紙は北海道建築士会のホームページからダウンロードで
きます。

【図書問合せ先】
　　（一社）北海道建築士会　011-251-6076
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平成27年度 高校生建築デザインコンクール入選作品発表

平成27年度
高校生建築デザインコンクール入選作品発表

最優秀
作品賞 worm hole library 北海道苫小牧工業高等学校

富樫　聖香（３年）

□設計趣旨
　小さい頃に読んだ、あおむしが何でも食べて大きくなる絵本の世界をイメージしました。葉っぱがところどころ食べられて、虫食い穴（wormhole）が空いていま
す。一枚の葉っぱの屋根でつながった空間、大きな穴は図書館、中くらいの穴はイベントホール、小さなたくさんの穴は、円柱のトイレになっています。雨の日で
も葉っぱの下のお気に入りの場所で、本を読んだり、遊んだりできます。図書館の屋根にはトップライトを設け、自然の光が木漏れ日のように差し込みます。トイ
レ上部のドームは、葉っぱに落ちた雫、柔らかい光りが入ります。
　トイレの機能はもう一つあります。男の子は特に、大便器のブースに入るとからかわれるので、我慢したことありませんか？この子供図書館のトイレには、小便
器がなくすべて個室、入り口も同じ方向を向いていません。男女の区別もなく、どこを使ってもいいのです。
　子供たちがこの図書館を自由に使って、気持ちも解放され大好きな場所になってくれたら嬉しいです。
□審査講評
　機能性を踏まえた個性的な表現となっており、楽しさも感じられ完成度が高い。
　２段に重なった楕円の屋根や屋外空間の利用、屋根が架かった半屋外空間のテラスが外部と建物を有機的につないでいることなどが高く評価された。

　子供たちのための図書館という親しみやすい課題のせい
か、道内の建築系学科がある高等学校７校から93作品、148
名という例年よりもかなり多い応募数がありました。９月11
日に北海道庁において選定委員会が開催され、第１次審査で
93作品から13作品に絞り込み、第２次審査で10点の入選作品
を選考しました。最優秀作品賞は苫小牧工業高校の作品で、
楕円形平面の図書スペースと独立したトイレに２段の楕円形
屋根を掛けて、余白のスペースを半屋外空間化した、建物と
外部空間が有機的につながった作品でした。優秀作品賞３作
品のうち１点は小樽工業高校の作品で、６角形をモチーフと
した蜂の巣のような平面プランが子供たちの快適なスペース
を作り出していました。２点目は苫小牧工業高校の作品で、

おもちゃ箱をモチーフとした円形スペースが繋がった平面プ
ランにドーム状の屋根が掛けられて、遊園地のような楽しさ
が伝わってくる作品でした。３点目も苫小牧工業高校の作品
で、寝かせた本を開いたような外観デザインとシンプルでわ
かりやすい平面プランのバランスが取れていました。佳作は
函館工業高校と小樽工業高校が１点づつ、苫小牧工業高校が
２点の計４作品で、特別賞は函館工業高校と小樽工業高校の
２作品でした。苫小牧工業高校を筆頭に、各校ともこのコン
クールへの真剣な取組みが感じられる力作が数多く見られま
した。

高校生デザインコンクール選定委員
鈴木　利治（恵庭支部）

課題　「子どもたちのための小さな図書館」
　　　�札幌医科大学の敷地内に隣接する院内保育所の園児や地域の子供たちが利用する、親しみやすい図書館（300㎡程度

の木造、平屋建て）を設計してください。
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優　秀
作品賞

北海道小樽工業高等学校
梁瀨えりか（２年）

Little hive
□設計趣旨
　この図書館は子供たちがリラックスできる設計にしました。
入り口で靴を脱ぎ靴下で移動してもらうことで、子供たちの足
音をおさえました。イベントスペースを外に付けて、渡り廊下
でつなげることで隣の緑地も見えるようにし、緑地側からもイ
ベントスペースに入ることができ、そのまま読書スペースに行
くこともできます。読書スペースは２種類あり、床を１、２段
下げ好きな体勢で本を読めるようにした幼児用と、学生が来て
も落ちついて勉強ができるように少し囲まれた空間にした学生
用をつくりました。蜂が何度でも巣に戻るように、何回も利用
してもらいたいと思い「Little hive」小さな蜂の巣と名付けま
した。
□審査講評
　六角形をモチーフとした平面と立面は独創的で、小さな六角
形のスペースは子供達にちょうど良く、林立する柱が木の森を
イメージする内部空間は伸びやかで好感が持てることなどが評
価された。

優　秀
作品賞

北海道苫小牧工業高等学校
石井　優里（３年）
長浜　　菫（３年）
寶金　花菜（３年）

TOY BOX
□設計趣旨
　課題は子どもたちのための小さな図書館なので、「ひっくり
返ったおもちゃ箱」をコンセプトに計画しました。
　本の中に入るとトンネルがあり、そこを出ると、身近な道具
が大きくなっている空間が広がっています。ロケットの読書ス
ペース、おもちゃ箱をひっくり返したようなつみきやロボット
などをモチーフとした椅子や机があります。
　全面ガラス張りの楽しく遊べるプレイルームや読書スペース
Ａは太陽光を取り入れ解放感のある空間に設計しました。読書
スペースＡは地面より下に空間を設け目線が草や花と同じ高さ
になっていて、四季折々の自然を観察することができます。
　保護者が子どもを見つけやすいよう壁を減らし見通しのよい
空間に設計しました。
□審査講評
　おもちゃ箱のコンセプトはおもしろく、ドームとアーチが連
続して柔らかで夢のある空間はまとまりが良く、遊園地のよう
な楽しいデザインで独自性を感じることなどが評価された。

優　秀
作品賞

北海道苫小牧工業高等学校定時制
畑山　翔吾（３年）

子どもたちのための小さな図書館
□設計趣旨
　この建物は隣接する院内保育所の園児や地域の子供達が親し
みをもてる図書館になってもらいたく外観を本が開いていく軌
跡のイメージをモチーフに計画しました。
　図書館の出入口を左右両方に設け、長いアプローチにするこ
とで緩やかなスロープとなり子供達に優しい設計にしました。
　「おはなしの森」では、絵本の読聞かせ、紙芝居、手遊びな
どを行いますが、壁で仕切るのではなく、円形の本棚にするこ
とで、解放感をもたせました。
□審査講評
　コンセプトが明快でプランと形に分かりやすさと親しみを感
じる。内部空間が開放的で伸びやかであり心地よい一体感を実
現していること、建物と外部の関係性などが評価された。
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編　集　後　記
　東日本大震災から５年が経過します。情報が少なくなってき

ている中、少しでもお知らせできればと今号の特集としました。

地震は我々建築士にとって重要なことです。震災を風化させな

いためにも、情報発信を続けてまいります。

　もうひとつは高校生建築デザインコンクールの発表でした。

建築士の卵のこれからの活躍に大いに期待したいと思います。

情報委員会　斎藤　勝哉（旭川支部）

情報委員会委員長／早川　陽子
　　　　副委員長／斎藤　勝哉・高松　　徹・森　　勝利
　　　　委　　員／熊谷　　智・柳山美保子・鈴木　雅人
　　　　　　　　　柏倉　昌憲
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information

◆建築・住宅セミナー
《日程及び会場》平成28年３月７日（月）
　　　　　　　　13：30～15：30
　　　　　　　　ホテルポールスター札幌（札幌市）
《単位数》　　　２単位
《問合せ先》　　（一財）北海道建築指導センター
　　　　　　　　℡　011-241-1893
◆建築相談調査会登録事務講習会
《日程及び会場》平成28年４月14日（木）
　　　　　　　　13：30～16：00
　　　　　　　　釧路市生涯学習センター（釧路市）他２会場
《単位数》　　　２単位
《問合せ先》　　（一社）北海道建築士事務所協会
　　　　　　　　℡　011-231-3165
◆平成27年度構造計算適合性判定に係る
　　　　　　　　確認審査円滑化のための講習会
《日程及び会場》平成28年３月15日（火）
　　　　　　　　13：15～15：45
　　　　　　　　かでる2.7　820会議室（札幌市）
《単位数》　　　２単位
《問合せ先》　　構造計算適合判定センター
　　　　　　　　℡　011-204-5362
◆北海道公共建築設計セミナー
《日程及び会場》平成28年３月９日（水）
　　　　　　　　14：00～16：00
　　　　　　　　札幌第１合同庁舎（札幌市）
《単位数》　　　２単位
《問合せ先》　　北海道開発局
　　　　　　　　℡　011-709-2311（内5742）
◆2015コンクリートセミナー北海道
《日程及び会場》平成28年３月23日（水）
　　　　　　　　13：30～17：00
　　　　　　　　北海道建設会館（札幌市）
《単位数》　　　３単位
《問合せ先》　　（一社）日本建設業連合会北海道支部
　　　　　　　　℡　011-261-6245

ＣＰＤ認定プログラム（２月認定）

　応募対象　
①対象建物　�平成24年以降に竣工し、検査済証の交付を受けた建物で、その用途、規模等は問いません。ただし、確認申請を要

しない建物は、検査済証は不要です。
②対 象 者　本会の正会員（応募建物の設計、及び施工管理者等、責任ある立場で建築に携わった者に限ります）
③応募作品　１人若しくは１グループで１点とします。
　所有者等の了解　　予め所有者、管理者等の了解を得てください。
　応募締切　　平成28年５月20日（金）　必着
　応募資料　
①申 込 書　�所定の申込書を本会ＨＰからダウンロードして記入してください。
②提出資料　�図面（平面図・断面図・配置図等）及び完成写真（内・外装）等の

画像データ３点と上記申込書を、CD-ROMに記録して提出してくだ
さい。（応募作品は返却しません）

　作品掲載　
　応募作品のすべては、本会ホームページに掲載します。また、その中から４点
程度を選考し「北海道建築士№229」に掲載します。※詳細は、北海道建築士会Ｈ
Ｐをご覧ください。
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特集

北海道建築士会会員作品の紹介
　昨年に引き続き、本誌及びホームページにて募集した士会会員作品を紹介します。
　会員の創意と技術に満ちた作品を紹介することで、会員の技術力向上とこれを起点としたコミュニケーションに
よる士会活性化を目的として企画しています。今後も募集する予定ですので、みなさまの作品をぜひお寄せください。
　なお、応募作品は、ホームページにも掲載していますので、あわせてご覧ください。

宮の沢の家 設計監理：　富谷　洋介 TOMIYA  YOUSUKE（札幌支部）
富谷洋介 建築設計

建物概要
所 在 地：北海道札幌市
建物用途：専用住宅
構造規模：木造、地上２階
延床面積：152.91㎡
建 築 年：平成27年３月

設計の意図等
　３方を道路に面した、多角形の外壁を持つ
二世帯住宅です。
　道路に対するプライバシーと、近景に望む
森の風景の借景を両立させるため、内部は十
字型の共用スペースが積層するプランとなり
ました。
　各階は敷地を有効に使うため天井高さ、床
の高さの操作によりワンルーム状のスキップ
フロア空間とし、コンパクトながらも視線や
感覚による広がり・ズレを利用することで広
がりある居心地の良い内部空間を設計してい
ます。
　高気密・高断熱、また地中熱ヒートポンプ
による全館暖房を採用することにより高い省
エネルギー性、快適性を得ています。

写真
上：外観

左下： スキップフロア
となった一体の
ＬＤＫ

右下：光が注ぐ吹抜

スカイコートのある家 設計監理：　佐藤　栄司 SATOU  EIJI（札幌支部）
ミサワホーム北海道 株式会社

建物概要
所 在 地：北海道千歳市
建物用途：専用住宅
構造規模：木造、地上３階
延床面積：182.38㎡
建 築 年：平成25年９月

設計の意図等
　市街地中心部にある個人住宅で、プライバ
シーを確保しつつ、心地良い採光や眺望を確
保するため、３階建とした。
　玄関ホールは、間接照明のある飾り壁とベ
ンチでお客様を迎え入れるデザインを採用。
　２階にあるＬＤＫは、眺望と採光を重視し
た開口と間接照明と床材は、イタリアンタイ
ルで明るいリゾートリビング的なインテリア
とした。
　３階は、主寝室と浴室と洗面室で挟んだ屋
上スカイデッキを中央に配置。プライバシー
と採光を確保したアルミ製の横面格子で、外
観上のデザインのアクセントとしつつ、内部
は、プライベートな空間になった。

写真
左上：外観

右上：玄関ホール

下：２階リビング

カントリーコテージ 和樹あい愛 設計監理：　髙松　和昭 TAKAMATSU  KAZUAKI（上富良野支部）
株式会社 佐藤建業

建物概要
所 在 地：北海道空知郡中富良野町
建物用途：簡易宿泊所
構造規模：木造、地上２階
延床面積：149.87㎡
建 築 年：平成27年４月

設計の意図等
　ハンディがあっても高齢者でも旅先で楽し
く過ごせる空間造りを目指して、築50年あま
りの農家納屋を車椅子利用にも便利なバリア
フリーコテージへリノベーションしました。
　中富良野町の田園地帯に建ち、富良野盆地
ならではの十勝岳連峰・芦別岳を見渡せる立
地条件です。駐車スペースからウッドスロー
プ・ウッドデッキを通って、車椅子の方でも
スムーズに建物内に入れる動線を確保してい
ます。また、車椅子対応のキッチンやシャン
プードレッサーを設置するなど、コテージを
利用される方々に思いやりのある配慮をしま
した。
　建物全体を和風でレトロな雰囲気に仕上げ
るため、外壁は板張り、内装は50年前の梁・
柱をそのまま利用するなど、木をふんだんに
使い、木の温もりを感じられる建物になりま
した。

写真
上：外観

左下：１階ＬＤＫ

右下：２階吹抜
　　　フリースペース

新ひだか町図書館・博物館 設計監理：　亀田　　誠 KAMEDA  MAKOTO（日高支部）
新ひだか町役場

建物概要
所 在 地：北海道日高郡新ひだか町
建物用途：図書館・博物館
構造規模：ＲＣ造、地上１階
延床面積：2,856.45㎡
建 築 年：平成26年12月

設計の意図等
　旧図書館は、地震により損傷した静内図書
館の仮設図書館として運営してきましたが、
狭隘で情報設備に乏しい状況から、ゆとりが
あり、明るく、高度な情報機能を備えた建物
を整備しました。また、老朽化が著しい旧博
物館の建て替えも兼ねて整備されました。
　当建設地は公園の一部としていることから、
公園と一体となった施設づくりの推進に努め、
公園からの動線、江別産レンガを用い自然・周
辺環境と調和した外観の設計となっています。
　建物はホールを介して図書館、博物館にア
クセスする構造となっています。図書館は、
開架フロアに約8.5万冊の収蔵に対応できる
書架を設け、充実した蔵書スペースを確保し
ています。また、博物館は常時展示を行う常
設展示室とさまざまな企画展に対応できる企
画展示室を設置しています。

写真
上：外観

左下：図書館書架

右下：博物館展示室

平成28年度　（一社）北海道建築士会会員作品の募集

昨年の作品

監理技術者講習
３月18日（金）　札幌市　大五ビル２階会議室
４月20日（水）　帯広市　とかちプラザ

建築士会インスペークター養成講座
４月22日（金）　札幌市　自治労会館３階中ホール

平成28年度建築士定期講習
　平成25年４月～平成26年３月に受講し建築士事務
所に現在所属されている方が対象となります。平成
25年度講習を（公財）建築技術教育普及センター主催
の講習を受講された方へは、３月末～４月初めにプ
レ印字された申込書が届きますのでそちらを使用し
申込みください。
第一期　５月11日（水）　札幌市
　　　　５月26日（木）　旭川市
第三期・第四期（10月～３月）
　　　　�札幌市・旭川市・函館市・室蘭市・苫小牧

市・帯広市・釧路市・北見市・中標津町・
稚内市

講習会のご案内


